
教育を
考える

education
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EDUCATION

国
の
学
校
に
、
コ
ロ
ナ
禍

の
２
度
目
の
春
が
来
た
。

新
学
期
が
始
ま
り
２
週

間
。
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
姿

の
小
学
校
１
年
生
も
、
学
校
へ
の
道
に
慣
れ

て
き
た
頃
だ
。

　

日
本
の
学
校
は
、
お
よ
そ
10
年
に
１
度
、

学
習
内
容
や
方
法
を
改
訂
す
る
。
小
学
校
は

昨
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は
今
年
度
か
ら
実

施
す
る
。

　

今
回
の
改
訂
で
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を

踏
ま
え
て
、
育
て
る
「
資
質
・
能
力
」
を
３

つ
の
柱
に
整
理
し
た
。
全
国
の
学
校
で
は
、

数
年
前
か
ら
改
訂
作
業
の
円
滑
な
実
施
に
向

け
て
準
備
を
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

様
々
な
対
策
を
し
つ
つ
、
新
し
い
教
科
書
や

通
知
表
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

例
え
ば
、国
語
で
は
、「
語
彙
指
導
の
改
善・

充
実
」
に
取
り
組
む
。
中
央
教
育
審
議
会
答

申
で
、「
小
学
校
低
学
年
の
学
力
差
の
大
き

な
背
景
に
語
彙
の
量
と
質
の
違
い
が
あ
る
」

と
の
指
摘
に
基
づ
く
。
各
学
校
は
、「
語
句

の
量
を
増
や
す
こ
と
」「
語
句
の
ま
と
ま
り

や
関
係
、
構
成
や
変
化
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
」
と
い
う
内
容
で
実
践
す
る
。

　

か
つ
て
は
、
抽
象
的
な
内
容
の
多
く
な
る

小
学
校
４
年
生
頃
か
ら
学
力
差
が
生
じ
て
き

た
。
算
数
で
、
少
数
や
分
数
の
計
算
、
社
会

科
で
全
国
各
地
の
様
子
を
学
習
す
る
学
年
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
10
歳
の
壁
」
も
話
題
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
小
学
校
低
学
年
で

の
学
力
差
、
そ
れ
も
語
彙
の
量
と
質
の
差
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
の
大
き
な
変
化
が
あ

る
。
幼
い
子
ど
も
の
学
力
差
は
、
大
人
の
責

任
で
あ
る
。
保
護
者
も
教
育
関
係
者
も
、
こ

の
難
題
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

全

WEDGE

OPINION

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
試
験
で
の
日
本
の
子
ど
も
の
読
解
力
順
位
は
低
下
し
て
い
る
が
、読
書
環
境
は
む
し
ろ
改
善
さ
れ
て
き
た
。

家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、社
会
全
体
で
文
章
や
情
報
を
吟
味
し
理
解
す
る
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

TH
E M

A
IN

IC
H

I N
EW

S
PA

PER
S

/A
FLO

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

読
解
力
育
成
は
大
人
の
責
務

向山行雄
Yukio Mukoyama

敬愛大学教育学部教授・
教育学部長

全国連合小学校長会顧問。1950年東京生
まれ。73年横浜国立大学卒業。東京都公
立小学校教員、東京都教育委員会指導主
事、品川区教育委員会指導課長、中央区
立泰明小学校長、帝京大学教職大学院教
授などを経て現職。主な著書に『平成の
学校づくり─日本の学校のチカラ─』（第
一公報社）など。
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会
保
障
制
度
体
系
が
ほ
ぼ
整
っ
た
73
年

（
昭
和
48
年
）、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
が
勃
発
し
、
高
度
経
済
成
長
は
終
焉

に
向
か
う
。
そ
れ
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
年
金
制
度
へ
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
導
入
や
、
高
齢
者
医
療
費
の
自

己
負
担
率
引
き
上
げ
な
ど
、
様
々
な
制

度
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
。
特
に
、
少
子

化
に
よ
る
負
担
者
の
減
少
と
、
平
均
寿

命
の
伸
び
に
よ
る
給
付
額
の
増
加
は
、

制
度
創
設
当
時
に
は
想
定
し
き
れ
な
か

っ
た
事
態
と
い
え
る
。

　

２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
、
日
本
の

総
人
口
は
急
降
下
を
始
め
た
。
現
在
約

１
億
２
５
０
０
万
人
の
人
口
は
、
２
１

０
０
年
に
は
６
０
０
０
万
人
を
下
回

り
、
半
分
以
下
と
な
る
見
込
み
だ
。
人

口
増
加
を
前
提
と
し
た
現
行
の
社
会
保

障
制
度
は
既
に
限
界
を
迎
え
て
い
る
。

昭
和
に
広
げ
す
ぎ
た
風
呂
敷
を
畳
み
、

新
た
な
仕
組
み
を
打
ち
出
す
と
き
だ
。

　

社
会
保
障
に
「
特
効
薬
」
は
な
い
。

だ
が
、
昭
和
的
価
値
観
か
ら
脱
却
し
、

現
状
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
糸

口
が
見
え
て
く
る
。こ
れ
か
ら
示
す「
処

方
箋
」
が
、
新
た
な
時
代
の
社
会
保
障

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
。（
文
・
編
集
部　

川
崎
隆
司
）

昭和を引きずる社会保障
崩壊防ぐ復活の処方箋

文・ 森田 朗、土居丈朗、山口慎太郎、鬼頭 宏、島澤 諭、西村周三、
　　編集部（川崎隆司、櫻井 俊、吉田 哲、濱崎陽平）

イラストレーション・浅妻健司 
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高
齢
化
社
会
が
直
面
す
る

難
題
の
象
徴
が
、介
護
だ
。

だ
が
、
業
界
全
体
で
人
手

不
足
の
問
題
を
抱
え
、
今

は
そ
れ
に
輪
を
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
も
追
わ
れ
る
な
ど
、
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
最
前
線
の
現
場
を
担
う
キ
ー
マ
ン

た
ち
の
声
か
ら
、解
決
の
処
方
箋
を
探
っ
た
。

「
水
際
対
策
に
人
も
時
間
も
割
い
て
い
る
。

絶
対
に
ク
ラ
ス
タ
ー
は
発
生
さ
せ
ら
れ
な

い
」。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
中
川
園（
東

京
都
葛
飾
区
）
の
桜
川
勝
憲
施
設
長
が
強
い

口
調
で
言
う
。
同
施
設
で
は
感
染
予
防
の
た

め
、
入
居
者
を
ま
ず
個
室
で
他
の
入
居
者
と

１
週
間
隔
離
さ
せ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
が

陰
性
と
判
明
し
て
か
ら
施
設
内
の
大
部
屋
に

移
す
。
そ
の
間
ガ
ウ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
、
手
袋
を
着
用
し
た
職
員
が
専
属
で
対
応

す
る
。
２
、
３
日
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
希
望

者
の
入
所
は
断
っ
て
い
る
。「
こ
こ
ま
で
す

る
必
要
が
あ
る
か
悩
み
な
が
ら
も
、
感
染
者

が
出
た
際
の
リ
ス
ク
を
考
え
れ
ば
や
る
し
か

な
い
」
と
桜
川
氏
は
語
る
。

夜
勤
明
け
に
ま
た
高
齢
者
対
応 

量
も
質
も
危
険
水
域

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
追
わ
れ
る
介
護
業
界

だ
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
人
手
不
足
と
い
う
難

介護業界の担い手不足が加速する。賃金上昇だけが解ではない。
業界の「機能向上」と、実務での医療との〝壁〟の破壊が求められる。

文・編集部（濱崎陽平・吉田 哲）

介護職員が足りない！
今こそ必要な「発想の転換」P A R T  

1
介護

超
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高齢人口の増加に伴い、将来の社会保障給付は間違いなく増える。
医療に手厚い現行制度を見直し、介護や子育てへの再分配が必要だ。

文・土居丈朗  Takero Doi

慶應義塾大学経済学部教授

「医療」から「介護」への転換期
〝高コスト体質〟からの脱却をP A R T  

3
医 療
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人
減
る
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。
社
会
保
障

費
を
増
や
せ
ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
国
民
の

負
担
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
帳
尻
が
合
わ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
負
担
の
担
い
手
の
人
口

が
減
れ
ば
、
現
役
世
代
１
人
当
た
り
の
負
担

額
が
増
え
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
給
付
増
を

野
放
し
に
し
て
い
て
は
、
社
会
保
障
制
度
は

持
続
で
き
な
く
な
る
。

　

国
民
負
担
の
増
加
を
抜
本
的
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
構
造
そ
の
も
の

に
も
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特

に
、前
掲
の
社
会
保
障
費
の
増
加
の
主
因
は
、

医
療
と
介
護
で
あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
む
分
だ
け
、
医
療
と
介
護
の

給
付
が
増
え
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
し

か
し
、
ポ
イ
ン
ト
は
そ
の
構
造
に
あ
る
。
厚

生
労
働
省
の
「
医
療
保
険
に
関
す
る
基
礎
資

料
」
や
「
介
護
給
付
費
等
実
態
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
65
〜
69
歳
の
高
齢
者
１
人
当
た
り
に

年
間
で
、
医
療
に
は
約
46
万
円
費
や
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
介
護
で
は
約
３
万
円
で
あ

る
。
75
〜
79
歳
で
は
同
様
に
、
医
療
に
は
約

77
万
円
費
や
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
介
護

で
は
約
16
万
円
で
あ
る
。
85
〜
89
歳
で
も
、

医
療
に
は
約
１
０
４
万
円
費
や
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
介
護
で
は
約
75
万
円
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
同
じ
世
代
の
高
齢
者
で
も
平

均
的
に
い
え
ば
、
介
護
よ
り
も
医
療
に
給
付

が
よ
り
多
く
費
や
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の

背
景
に
は
、大
別
し
て
２
つ
の
要
素
が
あ
る
。

　

１
つ
は
、
介
護
よ
り
も
、
医
療
に
か
か
る

高
齢
者
の
方
が
総
じ
て
不
健
康
で
あ
り
、
そ

の
分
給
付
費
も
増
え
る
、
と
い
う
点
だ
。
病

院
に
入
院
す
る
身
体
状
態
よ
り
も
、
医
師
の

世
話
に
な
ら
な
い
形
で
要
介
護
状
態
と
な
る

方
が
、
よ
り
「
健
康
」
な
状
態
だ
か
ら
、
そ

れ
だ
け
給
付
費
を
必
要
と
し
な
い
。
医
療
に

も
介
護
に
も
世
話
に
な
ら
な
い
元
気
な
高
齢

府
が
２
０
１
８
年
５
月
に

公
表
し
た
将
来
見
通
し
に

よ
れ
ば
、
18
年
度
の
時
点

で
年
間
約
１
２
２
兆
円

（
国
民
１
人
当
た
り
約
96
万
円
）
に
の
ぼ
る

社
会
保
障
給
付
費
が
、
25
年
度
に
は
約
１
４

０
兆
円（
国
民
１
人
当
た
り
約
１
１
４
万
円
）

に
達
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
で
高

齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
さ
れ
る
40

年
度
に
は
約
１
９
０
兆
円
に
ま
で
跳
ね
上
が

る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
社
会
保
障
給
付
費
の
将
来
見
通
し

は
、
人
口
構
成
が
目
下
の
予
想
通
り
に
今
後

推
移
し
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
が
基
本

的
に
は
現
行
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
に
試
算
し
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
高
齢

者
人
口
、
特
に
、
75
歳
以
上
人
口
が
増
え
れ

ば
、
給
付
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
試
算
さ
れ
た
こ
の
給
付

費
は
、
も
ち
ろ
ん
誰
か
が
そ
の
財
源
を
負
担

し
な
け
れ
ば
支
出
で
き
な
い
。
別
の
言
い
方

を
す
れ
ば
、
現
行
制
度
を
ほ
ぼ
維
持
し
な
が

ら
今
後
も
給
付
を
出
し
続
け
よ
う
と
す
れ

ば
、
大
き
く
伸
び
る
分
だ
け
国
民
全
体
の
負

担
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

現
役
世
代
（
20
〜
74
歳
）
の
人
口
は
、
22

年
か
ら
25
年
に
か
け
て
約
１
０
７
万
人
減

り
、
26
年
か
ら
40
年
に
か
け
て
約
１
２
５
万

日本の高額医療機器保有数は他国よりも極端に多い
（出所）「OECD Health Statistics 2019」を基にウェッジ作成

（注）人口100万人あたりの台数

社会保障費を増やせば、それに合わせて
国民の負担も増やさなければ帳尻が合わない

日本日本
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政

者
が
増
え
る
ほ
ど
、
給
付
費
が
抑
制
で
き
る

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

も
う
１
つ
の
要
素
と
し
て
は
、
露
骨
に
い

え
ば
、
介
護
よ
り
医
療
の
方
が
「
高
コ
ス
ト

体
質
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

具
体
例
を
示
そ
う
。
ま
ず
、
他
国
と
比
べ

て
尋
常
で
な
い
点
と
し
て
、
人
口
に
比
し
て

高
額
な
医
療
機
器
の
保
有
数
が
、
日
本
は
２

位
と
大
差
を
つ
け
世
界
一
で
あ
る
（
図
参

照
）。
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
Ｃ
Ｔ
ス
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縄文時代から現代にかけて、日本は4度の人口減退期を経験してきた。
人口減少を悲観するばかりではなく、今、我々に求められる意識改革とは。

文・鬼頭 宏  Hiroshi Kito

上智大学経済学部名誉教授

「人口減少悲観論」を乗り越え
希望を持てる社会を描けP A R T  

5
歴 史
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返
し
て
き
た
の
だ
。
増
加
局
面
は
縄
文
時
代

前
半
、
弥
生
か
ら
平
安
時
代
、
室
町
か
ら
江

戸
時
代
前
期
、
そ
し
て
幕
末
・
明
治
初
期
か

ら
平
成
期
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
縄
文
時

代
後
半
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代
後

半
、21
世
紀
が
人
口
の
減
少
局
面
に
当
た
る
。

こ
の
人
口
波
動
を
生
ん
だ
の
は
、
気
候
変
動

や
疫
病
な
ど
の
環
境
変
化
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
人
口
の
波
動
は
例
外
な
く
社
会
・
経
済

の
変
動
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
現
代
日

本
で
起
き
て
い
る
人
口
学
的
な
変
化
は
、

①
人
口
の
都
市
集
中

②
核
家
族
化
と
単
独
世
帯
の
増
加

③
長
寿

④
晩
婚
化

⑤
少
産

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
産
業
社
会
の

発
展
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
翻
っ
て
前
近
代

社
会
の
人
口
学
的
な
特
徴
は
、

①
農
村
社
会

②
三
世
代
世
帯

③
短
命

④
早
婚
・
皆
婚

⑤
多
産

と
対
照
的
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な

人
口
学
的
体
制
は
、
水
稲
農
耕
を
基
盤
と
す

る
農
業
社
会
の
中
で
、
市
場
経
済
の
発
展
と

生
活
水
準
の
向
上
に
対
応
し
て
、
17
世
紀
に

生
み
出
さ
れ
た
歴
史
的
な
産
物
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
少
子
化
、
超
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

解
決
と
は
、
少
子
化
が
始
ま
る
前
の
高
度
経

済
成
長
期
の
こ
ろ
、
ま
し
て
前
近
代
へ
も
ど

す
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
は
な
い
。
縄
文
時

代
か
ら
続
く
日
本
の
人
口
動
態
の
長
期
的
な

変
化
を
踏
ま
え
て
、
長
い
時
間
軸
の
中
で
現

在
、
日
本
が
直
面
す
る
人
口
減
少
の
問
題
を

捉
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

本
の
人
口
が
減
少
を
続
け

て
い
る
。

　

新
し
い
将
来
推
計
は
、

昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査

に
基
づ
い
て
こ
れ
か
ら
公
表
さ
れ
る
が
、
２

０
１
７
年
の
推
計
で
は
日
本
の
総
人
口
は
53

年
に
１
億
人
を
下
回
り
、（
推
計
の
最
終
年

度
で
あ
る
）
65
年
に
は
８
８
０
０
万
人
程
度

に
な
る
と
し
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
前
の

１
９
５
０
年
代
前
半
の
水
準
で
あ
る
。
我
々

に
と
っ
て「
未
曾
有
」
の
人
口
減
少
で
あ
り
、

労
働
力
不
足
、
高
齢
化
、
地
方
消
滅
な
ど
、

危
機
感
、
悲
壮
感
が
漂
う
状
況
に
あ
る
。
少

子
化
対
策
、
外
国
人
労
働
力
導
入
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
増
加
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
人
口
減

少
へ
の
取
り
組
み
に
必
死
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
こ
は
冷
静
に
、〝
人
口
減
少
〞

に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

先
人
た
ち
は
、
歴
史
上
、
何
度
も
人
口
が
減

退
す
る
時
代
を
経
験
し
て
き
た
か
ら
だ
。
人

口
減
少
の
正
体
を
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
無
駄
な
努
力
を
避
け
、
ひ
い
て
は
人
口

を
安
定
さ
せ
、
人
口
規
模
に
見
合
う
豊
か
さ

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

日
本
の
人
口
は
過
去
１
万
年
間
、
増
加
し

続
け
た
の
で
は
な
い
。
大
き
く
増
加
す
る
時

期
と
、
そ
れ
に
続
く
減
退
期
を
交
互
に
繰
り

日本の人口は増加と減退を交互に繰り返してきた
（出所）鬼頭宏著『2100年、人口3分の1の日本』（メディアファクトリー）および

社会保障・人口問題研究所将来推計人口（2017年）

日
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科
玉
条
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
人
や
組
織
が
絶
対

的
な
拠
り
所
と
し
て
守
る

法
や
規
則
、
信
条
な
ど
を

意
味
す
る
が
、
転
じ
て
、
融
通
が
利
か
な
い

例
え
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。ま
さ
に
、

安
全
保
障
分
野
の
研
究
を
忌
避
し
、
タ
ブ
ー

視
す
る
日
本
学
術
会
議
に
と
っ
て
、「
戦
争

を
目
的
と
す
る
科
学
の
研
究
は
、
今
後
絶
対

に
従
わ
な
い
」
と
し
た
１
９
５
０
年
の
声
明

は
、
金
科
玉
条
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

だ
が
そ
の
後
、
こ
の
声
明
に
関
連
し
て
、

同
会
議
で
は
何
度
も
喧
々
諤
々
の
議
論
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
加
え
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗

戦
国
と
し
て
国
連
加
入
も
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
55
年
に
は
、
一
部
の
戦
勝
国
が
反
対

す
る
中
で
日
本
の
南
極
観
測
に
道
を
拓
き
、

そ
の
後
、
南
極
へ
の
輸
送
を
海
上
自
衛
隊
に

委
ね
る
判
断
を
下
し
た
の
も
同
会
議
だ
っ
た

と
い
う
。

　

そ
う
し
た
知
ら
れ
ざ
る
日
本
学
術
会
議
の

一
面
に
焦
点
を
当
て
、
声
明
に
固
執
す
る
姿

勢
を
疑
問
視
す
る
論
文
が
、
本
号
の
発
売
に

合
わ
せ
、
Ｗ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
誌
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版

「W
ED
GE Infinity

」
で
公
開
さ
れ
た
。

『
国
民
に
夢
と
自
信
を
与
え
た
日
本
学
術
会

議
』
と
題
さ
れ
た
論
文
の
筆
者
は
、
京
都
大

学
の
理
学
部
と
大
学
院
で
地
球
電
磁
気
学
を

専
攻
し
、
電
離
層
の
研
究
に
関
連
し
て
防
衛

庁
（
当
時
）
に
入
り
、
技
術
研
究
本
部
な
ど

で
Ｏ
Ｔ
Ｈ
（O

ver－
the－

H
orizon

）
レ

ー
ダ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
自
衛
隊
装

備
の
開
発
に
携
わ
っ
た
徳
田
八
郎
衛
氏
（
82

歳
）
で
あ
る
。

　

徳
田
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
な
が

ら
、
軍
民
両
用
技
術
を
研
究
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

「
金

「戦争を目的とする科学の研究は、今後絶対に従わない」とした1950年の声明は、日本学術会議の金科玉条そのもの

WEDGE

OPINION

戦
争
目
的
の
科
学
研
究
を
避
け
る
日
本
学
術
会
議
だ
が
、こ
の
方
針
を
巡
り
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
歴
史
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

当
時
を
論
文
に
著
し
た
徳
田
八
郎
衛
氏
と
の
対
談
を
通
じ
、デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス（
軍
民
両
用
）技
術
研
究
の
重
要
性
を
説
く
。

JIJI PR
ES

S PH
O

TO

学
術
会
議
の
知
ら
れ
ざ
る
真
実

軍
事
忌
避
を
金
科
玉
条
に
す
る
な

勝股秀通
Hidemichi Katsumata

日本大学
危機管理学部教授

1983年に読売新聞社入社。93年から
防衛問題担当。民間人として初めて防
衛大学校総合安全保障研究科（修士課
程）修了。解説部長、編集委員などを
経て、2016年から現職。
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「
台

湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
）」
の
名
前
を
新
聞

な
ど
で
見
な
い
日
は
な
い

と
い
う
ほ
ど
、
こ
の
と
こ

ろ
注
目
度
が
高
い
。
１
年
前
に
は
50
㌦
台
後

半
だ
っ
た
株
価
は
、
今
年
２
月
に
は
１
４
０

㌦
ま
で
高
騰
し
た
。「
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
」
と

呼
ば
れ
る
半
導
体
製
造
会
社
が
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
注
目
さ
れ
る
の
か
。
実
は
、
世
界
の
半
導

体
業
界
で
は
、
今
ま
さ
に
王
座
が
交
代
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
。
長
ら
く
王
者
と
し
て

君
臨
し
て
き
た
イ
ン
テ
ル
の
株
価
は
、
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
と
は
対
照
的
に
こ
の
１
年
、
40
〜
60
㌦

台
で
推
移
し
て
い
る
。
イ
ン
テ
ル
が
半
導
体

の
設
計
か
ら
製
造
ま
で
一
貫
し
て
自
社
で
行

っ
て
き
た
（
垂
直
統
合
）
の
に
対
し
て
、
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
製
造
だ
け
に
特
化
す
る
こ
と
（
水

平
分
業
）
で
台
頭
し
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
王

座
交
代
に
な
る
の
か
…
…
。

〝
リ
ビ
ン
グ
レ
ジ
ェ
ン
ド
〞が

イ
ン
テ
ル
に
復
帰

　

２
月
16
日
、〝
リ
ビ
ン
グ
レ
ジ
ェ
ン
ド
（
生

き
る
伝
説
）〞
と
も
言
え
る
、パ
ッ
ト
リ
ッ
ク・

ゲ
ル
シ
ン
ガ
ー
氏
（
59
歳
）
が
、
イ
ン
テ
ル

８
代
目
の
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に

就
任
し
た
。
ゲ
ル
シ
ン
ガ
ー
氏
は
、
18
歳
で

イ
ン
テ
ル
に
入
社
し
、
働
き
な
が
ら
ス
タ
ン

WEDGE  REPORT

インテル vs TSMC
半導体ウォーズの勝者はどちらか
設計から製造まで「垂直統合」で半導体業界に君臨してきたインテル。
それに対して製造に特化して台頭してきた台湾のTSMC。王座交代はあるのか？

文・杉山和弘 Kazuhiro Sugiyama

インテルが新工場に2兆円を投じると発表
すれば、TSMCは３年で11兆円投資すると
発表。両社の駆け引きは激しさを増す
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